NEASE-Net第９回政策セミナー　　2009年1月10日　大阪経済法科大学東京ハウスにて
中国・延辺大学日本学研究所について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延辺大学日本学研究所長　李東哲

１．延辺大学　　1949年、延辺朝鮮族自治州の首都である延吉市に、朝鮮族主体の少

数民族大学として創立、今年でちょうど設立60周年。在校生2万人余。

２．延辺大学日本学研究所

◇沿革：1998年設立　日本研究所(哲学)→日本研究所→日本学研究所……日本学研究
センター設立（構想）
◇設立目的：朝鮮族主体の大学、地方大学、地理的環境、人的資源などの特色を活かし

日・中・韓の研究成果を結びつけるハブ基地を作る。
延辺大学メーンメニューの一つ。
１．朝鮮・韓国学　　２．日本学　　３．ロシア学
◇主な仕事：

(1)中国朝鮮族地域の日本語教育に関する調査・支援・対策・推進

(2)日本学を中心とする、日・中・韓対照研究の推進と資料集め

シンポジウム開催、学会設立、研究センター設立への段取り

◇いまやっている仕事：
　(1)2007年度　　仁川大学仁川研究院の課題　『仁川郷土資料』（1915年）翻訳

　　　　　　　　　2008年度出版（上・下２冊）

　(2)2008年度―2009年度　　仁川大学仁川研究院

　　　　　　　　　1908年―1914年　「朝鮮新聞」データベース作成　23，000面
　(3)日本国国際交流基金日中交流センター推進の「延辺ふれあいの場」運営
３．日本側への要請
　(1)日本の大学や研究機関との交流（提携・学際交流・留学生交換etc）

　(2)共同研究の推進（研究プロジェクト、教師の研修etc）

　(3)日本語書籍の寄贈やその他の援助（朝日新聞の例）
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プロフィール　　李東哲（LI DONG-ZHE）　1956年生　1982年中国・吉林大学日本語科
卒業（文革後第一期生）　1982年―1989年延辺大学日本語科専任講師（日本語科主任、
外国語学部副学部長など歴任）　1994年3月横浜国立大学大学院教育研究科修士課程

修了　1997年10月立正大学大学院博士課程中退。1989年４月―2007年１月（フェリ
ス女学院大学、東京工業大学、大東文化大学、目白大学の非常勤講師、国立国語研究所
外国人研究員、延辺大学東京事務所長、延辺大学日本校友会会長、中国朝鮮族研究会初
代代表、統一日報文化部記者など）　現在　延辺大学日本語学科　教授

著作・論文　『最新日朝辞典』（共編）、『日語学習論文集』（延辺大学出版社）、『指先韓

国旅行会話集』（共編著・小学館）、『仁川郷土資料』（翻訳）etc。その他論文多数。
